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結果の概要

1．栄養素等の摂取状況

―栄養素等摂取量は前年と比べてほぼ横ばいの傾向―

　昭和59年調査における国民1人1日当たり栄養素等摂取量は表1のとおりであり，前年（58年）と比

較して全体的にほぼ横ばいである。

　また，調査対象の平均栄養所要量に対する栄養素の充足率についてみると図1のとおり，エネルギー，

たん白質，ビタミンについては所要量を上回って摂取している。

表1　栄養素等摂取量の年次推移 （全国平均1人1日当たり）

エネルギー

たん白質
うち動物性
脂肪

うち動物性
炭水化物

カルシウム

鉄
ナトリウム（食塩換算）

ビタミンA

ビタミンB1
ビタミンB2

ビタミンC

図1 栄養素摂取量と調査対象の平均栄養所要量との比較

　　（調査対象の平均栄養所要量＝100）

エネルギー　たん白質　カルシウム　鉄　ビタミンA　ビタミンB1　ビタミンB2　ビタミンC
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　なお，栄養素等摂取量について20年間の推移をみると．図2のとおり動物性脂肪の増加傾向及び炭水

化物の減少傾向が顕著にみられる。

図2　栄養素等摂取量の年次推移（昭和50年＝100）

炭水化物　動物性脂肪　脂肪　動物性たん白質　たん白質　エネルギー　炭水化物

―成人男子1人1日当たりエネルギーの摂取状況―

　次に，世帯別のエネルギー摂取量について，個々の世帯間の家族構成や生活活動条件等の相違を考慮

し，成人男子1人1日当たりに換算して分布をみると図3のとおりであり，全体の58．8％は成人男子の

所要量2，500kcalを上回る2，600kcal以上摂取している。

　また，たん白質摂取量についても同様に成人男子1人1日当たりに換算してみると，図4で示すとお

り全体の61．0％は所要量を上回っている。
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図3　エネルギー摂取量の分布

　　　（成人男子1人1日当たり換算）

図4　たん白質摂取量の分布

　　　（成人男子1人1日当たり換算）

―エネルギー摂取量に占める栄養素構成比率―

図5　エネルギーの栄養素別摂取構成比（％）（全国）

たん白質　脂肪　炭水化物
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次にエネルギー摂取量に占める栄養素別構成比率についてみると図5に示すとおりである。エネルギ

ー摂取量に占める脂肪エネルギーの比率はいぜんとして増加傾向にあり，59年には24．8％を占めるまで

になっている。日本人の栄養所要量では，一般成人の脂肪エネルギー比率は20～25％が適当とされてい

るので，現在のところ一応適正な範囲にあるとはいうものの上限に近いレベルに達している。

表2　食品群別摂取量の年次推移　　（全国平均1人1日当たり：g）

穀類　米類　小麦類

いも類

油脂類

豆類

緑黄色野菜

その他の野菜

果実類

海草類

調味嗜好飲料

魚介類

肉類

卵類

乳・乳製品

図6　食品群別摂取量の年次推移（植物性食品）

　　　　　　　（昭和50年＝100）

米類　緑黄色野菜　豆類　その他の野菜　小麦類　果物類

図7　食品群別摂取量の年次推移（動物性食品）

　　　　　　　（昭和50年＝100）

卵類　魚介類　乳・乳製品　肉類


